（公印省略）
但馬（但長）第1084号
令和７年６月24日

管内介護事業所管理者
　管内市町担当課長様

　県立日高高等学校長
　ハローワーク豊岡所長
兵庫県但馬県民局長
（但馬長寿の郷）

介護人材確保推進研修の開催について（通知）

時下、ますます御清栄のこととお喜び申し上げます。
但馬長寿の郷の事業推進につきましては、平素から格別の御協力をいただき厚く御礼申し上げます。
さて、但馬地域では、介護職の人材不足が顕在化しており、更なる生産年齢人口の減少が見込まれる中、介護の仕事を支える人材の確保が急務となっています。
そこで、介護人材確保に向けた取組の普及啓発を図ることを目的に標記研修を下記のとおり開催します。
つきましては、貴所属職員への周知および御参加くださいますようお願い申し上げます。
記

　　１　日　時　令和７年９月１日（月）　13：30～15：30
　　２　場　所　但馬長寿の郷　郷ホール
　　３　対　象　介護事業所の長および職員、市町担当課職員、日高高等学校教員、ハロー
ワーク職員等　50名
　　４　内　容　別紙実施要領およびチラシのとおり
　　５　参加費　無料
　　６　申込み　別紙申し込み用紙にて申し込む（８月22日締め切り）
問い合わせ先
地域ケア課　担当　永田　宮本　高品
〒667-0044　養父市八鹿町国木594-10
℡　０７９－６６２－８４５６
FAX　０７９－６６２－９９５９
　







令和７年度 介護のイメージアップ促進事業 介護人材確保推進研修
実施要領

１　目　的
介護分野の人材確保の取組を推進するためには、介護現場がより働きやすく魅力的な職
場となること（介護現場の業務改善・生産性向上の取組）と介護現場の実際が見えること（介護現場の情報発信の取組）を両輪とし、介護のしごとに対するネガティブな先入観を払拭する必要がある。
　　しかしながら、業務改善・生産性向上の取組を実践している事業所は一部に限られてお
り、この背景には①業務改善・生産性向上の普及啓発が不十分であること、②各事業所における業務課題分析が不十分なまま「介護ロボット・ICT関連機器の導入」が先行し、現場の介護職員が期待する業務改善とのミスマッチが生じていることなどが挙げられる。
情報発信についても①情報発信の内容の選定に難渋する、②業務多忙により情報発信に割く余力がない、③SNS等の活用に苦手意識を持つ職員も多いなど、取組が十分とは言い難い現状にある。
本研修では介護人材確保には業務改善・生産性向上と情報発信を一体的に取り組む必要があることの理解を促すため、実践的な取組発表を通じて参加者への意識啓発を図る。

２　対　象
管内介護事業所の長および職員、社会福祉協議会職員、市町職員、日高高校教員、ハローワーク職員等　50名

３　開催日　令和７年９月１日（月）　13:30～15:30

４　テーマ・内容
　「人が集まる介護現場へ ～業務の生産性向上と情報発信のススメ～」
（１）話題提供 2040年を見据えた人材確保の考え方 但馬長寿の郷地域ケア課 永田　智

　（２）実践発表
　　豊岡市社会福祉協議会在宅福祉課　課長 貴田　由香 氏
　　「通所介護で取り組むノーリフティングケア」
　　養父市社会福祉協議会障害者相談支援事業所 管理者 佐々木 千代里 氏
　　「訪問介護×ICTによる業務負担の軽減」
　　社会福祉法人関寿会　特別養護老人ホームはちぶせの里　生活相談員 西谷 文吾 氏
　　　「もっと身近に！SNSで変わる介護施設と地域の関係（仮）」

　（３）フロアディスカッション
５　開催場所
　　県立但馬長寿の郷　郷ホール

６　参加費　無料

７　参加申込み
　　別紙参加申込書により８月22日（金）までにFAXまたはメールで申し込む。

８　問合せ・申込み先
　　但馬長寿の郷　地域ケア課　担当：永田　宮本　高品
電話：079-662-8456　FAX：079-662-9959
E-mail：Tomo_Nagata@pref.hyogo.lg.jp























令和７年度　介護人材確保推進研修　申込書

但馬長寿の郷 地域ケア課宛
FAX：079-662-9959
E-mail： Tomo_Nagata@pref.hyogo.lg.jp
締切り　令和７年８月22日（金）
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地域ケア課
担当　永田　宮本　高品
　　TEL　079-662-8456


